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１０月１５日号

　「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」
は
、
顔

の
見
え
る
販
売
な
ど
を
通
し
て
生
産

者
と
消
費
者
と
の
交
流
を
図
り
、
市

で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
・
畜
産
物
・

商
工
業
製
品
な
ど
を
広
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
会
場
内
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
地

場
産
品
の
販
売
・
飲
食
物
の
販
売
、

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
（
入
場
無
料
）
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
テ
ン
ト
で
は
、
印
西
の

産
物
も
展
示
・
販
売
さ
れ
ま
す
。
生

　
　
月
　
日
蚊

に
、
市

10

27

内
全
域
で
一
斉
に
「
秋

の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
を

展
開
し
ま
す
。
散
乱
ご

み
の
な
い
き
れ
い
な
街

を
作
る
べ
く
「
ク
リ
ー

ン
印
西
推
進
運
動
」
と

併
せ
て
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

怯
み
ん
な
で
散
乱
ご
み

を
減
ら
そ
う

　
わ
た
し
た
ち
の
住
ん

で
い
る
周
辺
の
道
端
で
、

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻

な
ど
が
散
乱
し
て
い
る

風
景
を
目
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
道
を
歩
い
て
い
て

捨
て
ら
れ
た
も
の
や
車

の
窓
か
ら
捨
て
ら
れ
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
う
し
た
散
乱
ご
み
を

減
ら
す
た
め
、
一
人
ひ

と
り
が
「
自
分
の
ご
み

は
自
分
の
手
で
」
と
い

う
意
識
を
常
に
も
ち
、

決
め
ら
れ
た
場
所
以
外

に
ご
み
を
捨
て
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不

法
投
棄
対
策
班（
緯
内
線

3
8
5
）。

　食料品や商品の中身を食べたり、使い終わったりし
て不要になった容器、またはそれを包んでいた包装類
のうち、プラマーク（右下図参照）のある「プラスチック
製容器包装」については、資源物とし
て黄色の指定袋により排出していた
だいています。
　収集されたプラスチック製容器包
装は、選別・圧縮梱包などの中間処理
を経て、最終的には、パレットや再生
樹脂、高炉還元剤のほか、さまざまな
リサイクル製品に生まれ変わります。
　「燃やすごみ」とはせず、きちんと分別すれば、資源と
してリサイクルができ、ごみの減量にもつながります。
　また、ごみ集積所へ出す方法のほか、スーパーなどに
よっては店頭に回収ボックスを設けている所もありま
す。こちらもご活用ください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

新ごみの分別大事典シリーズ⑦

　プラスチック製容器包装は
　　　　　　　黄色の指定袋で排出を！

▲プラマーク

　　ゆるキャラの祭典「ゆるキャラグランプリ2013
（ゆるキャラ(R)グランプリ実行委員会主催）」の投票
が実施中です。
　「いんザイ君」もエントリーしており、ただいま大
奮闘中です！みなさん、ぜひ「いんザイ君」を応援し
てくだサイ！
胸投票期間…１１月８日画まで。
胸投票方法等…ゆるキャラグランプリ2013公式
ホームページ（http://www.yurugp.jp/）をご覧くださ
い。
胸結果発表・表彰…１１月２４日蚊開催の「ゆるキャラ
(R)さみっとin羽生」で行います。
※今年もいんザイ君は「ゆるキャラ(R)さみっとin羽
生」に参加します！
■問 経済政策課地域資源振興班（緯内線351・352）。

産産 業まつ業まつりりにに
いこいこうう鎧鎧

いんざいんざいい 「みそピー唐揚げ」「みそピー唐揚げ」
のの

屋台は長蛇の屋台は長蛇の列列外外

産
者
自
慢
の
味
や
技
を
確
か
め
に
来

て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
2
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

10

3
時
。

■場 
 B
I
G
H
O
P
 ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

ビ

ッ

グ

ホ

ッ

プ

印
西
駐
車
場
（
原
1
―
2
）。

※
下
図
参
照
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
）。

産業まつり会場

みんなでつくろう　美しいふるさと　いんざい

　10月27日蚊は
　　　　「秋のゴミゼロ運動」

ゴクリ…美味しそゴクリ…美味しそうう外外

▲▼各テントでは趣向を凝らした
イベントがたくさん外

光光
るる匠匠

のの

技技

それそれっっ外外

手作りのおせんべ手作りのおせんべいい
上手に焼けたかな上手に焼けたかな？？

11/11/22臥臥開開 催催

※写真は全て昨年のものです

「師「師戸戸寿会寿会」」作成作成 コスモス畑

　
市
の
花
コ
ス
モ
ス
の
畑
が
、
師

戸
地
区
（
師
戸
干
拓
2
8
0
―

1
）
で
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
は
地
元
の
「
師
戸
寿
会
」
の
み

な
さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
同
会
は
2
年
前
か
ら
、
市
の
土

地
を
管
理
す
る
上
で
、
野
原
を
耕

し
、
コ
ス
モ
ス
畑
の
作
成
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。　

　
一
面
に
咲
く
コ
ス
モ
ス
に
、
遠

方
か
ら
車
で
訪
れ
る
人
も
い
る

ほ
ど
。
印
西
の
秋
に
彩
り
を
も

た
ら
す
名
所
の
一
つ
で
す
。

写真は過去のもので写真は過去のものですす



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
よ
し
き
り
」

の
運
営
事
業
者
を
再
募
集

　「
よ
し
き
り
」
は
印
旛
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
が
設
置
・
運
営

し
て
い
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
Ａ

型
）
で
す
。
新
た
に
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
事
業
を
引
き
継
い
で
運
営
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
再
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
印
旛
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.i-k
o
u
ik
i.co

m
/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問 
印
旛
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
事
務
局
管
理
課
（
緯
0
4
3
―
4

8
5
―
0
3
9
7
）。

第
2
回
甲
種
防
火
管
理

　
　
　
　
　
新
規
講
習
受
講
者

■時 
　
月
　
日
峨
、　
日
我
・
午
前
9

12

10

11

時
　
分
～
午
後
5
時
。

30
■場 
印
旛
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
美
瀬
）。

■対 
印
西
市
・
白
井
市
に
在
勤
・
在
住

で
、
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人
。

■定 
1
0
0
人
。

■申 
　
月
　
日
俄
～
　
日
我
・
い
ず
れ

11

11

13

も
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
、
教
本

代
3
街
4
0
0
円
、
写
真
2
枚
（
縦

4
唖
×
横
3
唖
）
を
申
請
書
・
受
講

票
に
貼
り
付
け
て
、
左
記
へ
提
出
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
印
西
地
区
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。
ま
た
は
、
左
記
窓
口
管
内
の

消
防
署
・
分
署
で
も
配
布
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
（
緯
碓46 
9
9
7
1
・
■ＨＰ h

ttp
:

//fire
-in
zaich

ik
u
.e
co
.co

o
can
.jp
/

）。

平成２５年（２０１３）１０月１５日号（２）

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に

基
づ
き
、
市
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
や
進
捗
管

理
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
聴
く
た
め

の
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
。

胸
報
酬
…
日
額
7
街
5
0
0
円
。

■対 
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
に
興
味
が

あ
り
、
市
内
在
住
・
満
　
歳
以
上
（
　

20

10

月
　
日
現
在
）
で
、
年
数
回
の
会
議

15
に
参
加
で
き
る
人
。

※
市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

と
重
複
す
る
場
合
は
不
可
。

※
託
児
対
応
あ
り
。

■定 
2
人
以
内
。

■申 
　
月
5
日
峨
（
消
印
有
効
）
ま
で

11
に
①
審
議
会
な
ど
の
委
員
申
込
書

（
定
型
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
）、
②
小
論
文
（
テ
ー
マ
「
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
と
す
る

た
め
に
」
で
、
原
稿
用
紙
8
0
0
字

程
度
で
ま
と
め
た
も
の
）
を
郵
送
ま

た
は
左
記
窓
口
に
持
参
（
応
募
に
要

す
る
経
費
は
本
人
負
担
）。

　
①
②
を
選
考
材
料
と
し
て
、
公
募

委
員
を
決
定
。

※
応
募
状
況
や
提
出
書
類
の
内
容
に

よ
り
、
面
接
を
実
施
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
（
応
募
書
類
の
返
却
は
不
可
。

選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
）。

※
委
員
申
込
書
な
ど
は
左
記
窓
口
・

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書

館
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
2
2
1
）。

寧
な
無
料
相
談
会
を
開
催
。
こ
の
機

会
に
知
り
た
か
っ
た
こ
と
、
心
配
な

こ
と
、
ど
ん
な
 些
細
 な
こ
と
で
も
気

さ
さ
い

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
（
予
約
可
）。

■時 
　
月
　
日
俄
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10

28

■場 
市
役
所
2
0
4
会
議
室
。

■内 
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
内
容

証
明
、
会
社
設
立
、
外
国
人
問
題
、

帰
化
、
建
設
業
許
可
、
産
廃
、
農
地
、

各
種
許
認
可
な
ど
。

■問 
千
葉
県
行
政
書
士
会
印
旛
支
部
・

 楜
澤
 （
緯
碓85 
6
8
5
2
）。

く
る
み
ざ
わ

間
中
（
消
印
有
効
）
に
申
出
書
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
述
べ
よ
う
と
す

る
意
見
の
要
旨
（
8
0
0
字
以
内
）

を
添
付
し
、
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
（
傍
聴
の
申
し
込
み
は
不
要
）。

※
公
述
申
出
書
の
様
式
は
左
記
窓
口

で
配
布
。

※
満
員
の
場
合
に
は
、
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問 
市
都
市
計
画
課
計
画
班
（
緯
内
線

7
6
5
・
7
6
6
）。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
。

11

10

10

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

胸
公
述
人
の
資
格
…
印
西
都
市
計
画

区
域
に
住
所
の
あ
る
人
お
よ
び
利
害

関
係
人
（
法
人
を
含
む
）。

胸
公
述
人
の
選
定
…
公
聴
会
の
開
催

時
間
に
は
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

胸
公
述
の
申
し
出
の
方
法
…
縦
覧
期

平
成
　
年
度
市
立
幼
稚
園
入
園
児

26

胸
書
類
配
布
…
　
月
　
日
峨
～
　
月

10

15

11

8
日
画
。

※
事
前
配
布
す
る
の
で
、
内
容
を
確

認
し
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
付
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
書
類

は
、
教
育
委
員
会
学
務
課
窓
口
・
各

幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

■時 
■場 
左
表
の
と
お
り
。

※
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
入
園
資
格
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
　
年
4
月
2
日
～
平
成
　
年
4

21

22

月
1
日
生
ま
れ
（
4
歳
児
）。 
も
と

の
幼
稚
園
の
み
平
成
　
年
4
月
2
日

22

～
平
成
　
年
※

4
月
1
日
生
ま
れ

23

（
3
歳
児
）。

※
『
広
報
い
ん
ざ
い
』　
月
1
日
号

10

で
「
4
月
2
日
生
ま
れ
」
と
表
記
し

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
4
月
1
日

生
ま
れ
」
で
す
。

■対 
■定 
下
表
の
と
お
り
。

※
受
付
人
数
が
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
と
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

■申 
認
め
印
が
必
要
で
す
。
受
付
当
日
、

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
保

護
者
と
お
子
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

【
個
人
面
談
・
入
園
決
定
】

　
学
務
課
よ
り
後
日
通
知
し
ま
す
。

■費 
入
園
料
2
街
0
0
0
円
、
保
育
料

6
街
0
0
0
円
（
月
額
）。

※
も
と
の
幼
稚
園
年
少
（
3
歳
児
）

の
保
育
料
は
8
街
0
0
0
円
（
月

額
）。

※
入
園
料
・
保
育
料
の
納
入
は
、
預

金
口
座
振
替
で
行
い
ま
す
。

【
通
園
】

胸
大
森
幼
稚
園
…
保
護
者
が
責
任
を

持
っ
て
幼
稚
園
ま
で
送
迎
し
て
く
だ

さ
い
。

胸
瀬
戸
幼
稚
園
…
印
旛
地
区
内
で
は

幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す
。

胸
も
と
の
幼
稚
園
…
本
埜
地
区
内
で

は
、
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま

す
。

【
幼
稚
園
事
前
見
学
】

　
各
幼
稚
園
と
も
に
随
時
対
応
し
て

い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
直
接
幼
稚
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
大
森
幼
稚
園
（
緯
碓42 
2
5
0
2
）、

瀬
戸
幼
稚
園
（
緯
碓98 
0
4
3
4
）、

も
と
の
幼
稚
園
（
緯
碓97 
1
0
1
0
）、

学
務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2
5
）。

募
集

胸受付日時と会場胸
会場期日

印西市役所会議棟
203・204会議室11月1日画

瀬戸幼稚園11月7日牙

大森幼稚園11月8日画

※時間は午前９時～午後４時。

胸入園資格と定員胸

保育
年数

定員数年齢幼稚園

2年70人平成2１年4月2日～
平成２２年4月1日
生まれの４歳児

大森

2年105人瀬戸

3年105人
平成２２年4月2日～
平成2３年4月1日
生まれの３歳児

もとの

相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
　
月
の「
法
の
日
」に
ち
な
み
、
年

10
に
一
度
の
行
政
書
士
に
よ
る
懇
切
丁

印
西
都
市
計
画
（
案
）
概
要
の

縦
覧
と
公
聴
会

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域
の
一
部

（
武
西
学
園
台
一
丁
目
、
原
山
一
丁

目
、
原
山
三
丁
目
、
牧
の
原
六
丁
目

の
各
一
部
）
で
現
在
、
戸
建
住
宅
を

中
心
と
し
た
開
発
が
行
わ
れ
る
中
、

市
で
は
良
好
な
住
環
境
の
保
全
を
目

的
に
、
都
市
計
画
の
決
定
お
よ
び
変

更
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
案

の
概
要
の
縦
覧
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
地
区
計
画
に
つ
い
て
は
、

縦
覧
期
間
中
の
意
見
書
提
出
で
の
対

応
と
な
り
ま
す
。

怯
案
の
概
要
の
縦
覧

■時 
　
月
　
日
牙
～
　
日
牙
・
い
ず
れ

10

17

31

も
午
前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分

30

15

（
平
日
の
み
）。

■場 
市
都
市
計
画
課
。

■内 
用
途
地
域
・
高
度
地
区
（
牧
の
原

六
丁
目
の
一
部
）、
地
区
計
画
（
戸
神

台
・
武
西
学
園
台
地
区
、
原
山
一
丁

目
地
区
、
原
山
三
丁
目
地
区
、
牧
の

原
東
地
区
）。

怯
公
聴
会

　
公
述
を
希
望
す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
申
し
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、

公
述
申
し
出
が
な
い
場
合
、
公
聴
会

の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

１２/１４
（土）

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

0
円
（
全
席
指
定
）。

※
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
（
小
学
生
以
下
の
障
害
者

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
チ
ケ
ッ
ト

購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
が
必
要
で
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電

話
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
開
演

12

14

11

（
開
場
　
時
　
分
～
）。

10

30

■費 
入
場
料
…
一
般
2
街
0
0
0
円
、

子
ど
も
（
0
歳
～
小
学
生
）
は
5
0

文化ホール
中 央 駅 前 地 域 交 流 館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文

化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
キ
ッ
ズ
0
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
碓R 

都
市

　市では高齢者などの介護をしているご家
族を対象に、介護に対する知識や技術の普及
を目的として介護者教室を行っています。
今回は「いざというときの119番通報～救
急要請～」をテーマに、介護をしているご家
族だけでなく、市民のみなさんにも参加して
いただける教室を開催します。
■時 11月30日臥・午前10時～午前11時
30分（受け付けは9時30分～）。
■場 本埜公民館（笠神）。
噛講師…本埜消防署員。
■対 市内在住の人（家族介護者の申し込みを優
先）。
■定 25人。
■費 無料。
■申 11月15日画までに下記まで（先着順）。
■問 印西地域包括支援センター（介護福祉課
内・緯碓42 2922）。

介護者教室を開催します

いざというときの１１９番通報～救急要請～
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■申 
　
月
　
日
我
・
午
前
9
時
か
ら
電

10

16

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で（
先
着
順
）。

■問 
小
倉
台
図
書
館（
緯
碓47 
5
5
1
1
）。

第
　
回
18
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
祭
り

　
地
域
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
や
近

隣
小
・
中
学
校
の
演
奏
・
演
技
、
絵
画
、

押
し
花
、
陶
芸
な
ど
の
展
示
。
古
本

交
換
市
や
お
子
さ
ん
対
象
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、

朝
採
り
野
菜
の
販
売
や
模
擬
店
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

10

26

27

も
午
前
　
時
～
午
後
4
時
。

10

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■問 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
緯
碓46 
8

6
1
1
）。

お
正
月
飾
り
講
習
会

　
長
さ
　
唖
ほ
ど
の
お
し
ゃ
れ
な
松

50

飾
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

11

19

10

1
時
。

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。　
　
　
　

噛
講
師
…
柏
直
美
氏
。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
街
8
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み
、
作
品
を
持

ち
帰
る
手
提
げ
紙
袋
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

印
旛
地
区
選
挙
関
係
委
員
研
修
会

　
政
治
意
識
の
向
上
を
図
り
、も
っ
て

明
る
い
選
挙
の
推
進
に
資
す
る
こ
と

5
3
3
9
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

異
文
化
理
解
講
座

　
日
本
と
異
な
る
文
化
や
習
慣
な
ど

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
。

市
内
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
人
英
語
講
師
）
が
、
テ
ー
マ
に

そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行
い
ま

す
（
通
訳
あ
り
）。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
　
時

11

16

10

11

　
分
。

30■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
マ
ム
ー
ン
・
ハ
リ
ッ
ド
・

ア
ラ
ビ
ラ
氏
（
ガ
ー
ナ
出
身
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
・
■メール k
ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

一
般
向
け
講
座

　「
よ
く
わ
か
る
相
続
と
遺
言
」

　「
法
テ
ラ
ス
千
葉
」
の
ス
タ
ッ
フ

弁
護
士
に
よ
る
、
相
続
と
遺
言
の
基

本
的
知
識
の
講
演
会
で
す
。

■時 
　
月
9
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～
。

11

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

50
■申 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

10

19

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で（
先
着
順
）。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

手
話
で
紙
芝
居
を
演
じ
て
み
よ
う

　
幼
児
向
け
の
か
ん
た
ん
な
紙
芝
居

を
、
手
話
を
学
び
な
が
ら
演
じ
て
み

ま
し
ょ
う
。
発
表
会
も
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
共
催
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
臥
・
い
ず
れ

11

16

30

も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
小
倉
台
図
書
館
。

■対 
中
学
生
以
上
で
手
話
に
興
味
が
あ

る
人
。

全
な
使
い
方
を
解
説
。
講
座
後
、
個

別
の
質
問
に
も
で
き
る
限
り
対
応
し

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
興
味
が
あ
る
人
は

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

11

16

30

午
後
3
時
　
分
（
開
場
1
時
～
）。

50

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

※
ご
来
場
に
は
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

噛
講
師
…
東
京
電
機
大
学
学
生
。

■定 
　
人
。

70
■費 
無
料
。

■申 
　
月
8
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
専

11
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
左
記
ま

で
。
電
子
申
請
で
も
可
（
先
着
順
）。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■問 
情
報
管
理
課
情
報
管
理
班
（
緯
内

線
5
9
5
・
5
9
6
・
胃
碓42 
7
2
4

2
・
■メール jy

o
u
h
o
u
k
a@
city
.in
z

ai.lg
.jp

）。

印
西
自
然
探
訪

「
秋
の
里
山
自
然
体
感
コ
ー
ス
」

　
印
旛
日
医
大
駅
近
く
の
田
園
を
散

策
し
、
古
刹
や
野
草
や
巨
木
を
心
に

感
じ
よ
う
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

11

10

30

正
午
。

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
、
あ
れ
ば
ル
ー

ペ
、
双
眼
鏡
を
持
参
。

■申 
　
月
5
日
峨
（
消
印
有
効
）
ま
で

11
に
、
参
加
希
望
の
自
然
探
訪
の
タ
イ

ト
ル
、
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
職
業
（
学
年
）、
連
絡
先
電

話
番
号
を
明
記
し
、
は
が
き
、
F
A

X
、
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
（
集
合
場

所
な
ど
は
後
日
連
絡
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

骨
を
丈
夫
に
！

　
　
　
　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

　
骨
を
健
康
に
保
ち
、
1
0
0
歳
を

過
ぎ
て
も
元
気
に
過
ご
す
コ
ツ
を
紹

介
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
　
分
～

10

22

10

30

正
午
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
　
歳
以
上
の
人
。

40
■費 
無
料
。

■申 
当
日
参
加
可
。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
緯
碓45 
3
8
0
0
）。

本
埜
公
民
館
ま
つ
り

　
　
　
～
サ
ー
ク
ル
発
表
会
～

　
本
埜
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ

の
活
動
成
果
を
発
表
。
見
学
・
体
験

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
本
埜
公
民

館
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
主
催
。

■時 
　
月
2
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

10

4
時
、
3
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

10

3
時
。

■場 
本
埜
公
民
館
（
中
根
）。

■内 
模
擬
店
（
お
に
ぎ
り
弁
当
、
と
ん

汁
）、
い
ん
ば
学
舎
の
パ
ン
販
売
、

野
菜
直
売
、
子
供
文
化
教
室
（
和
太

鼓
・
生
花
・
茶
道
）
の
発
表
、
も
と

の
保
育
園
・
も
と
の
幼
稚
園
・
老
人

会
の
作
品
展
示
な
ど
。

■問 
本
埜
公
民
館
（
緯
碓97 
2
0
1
1
）。

『
つ
な
が
り
感
ア
ッ
プ
鎧
～
家
族
友
達

み
ん
な
と
一
緒
に
外
Ｓ
Ｎ
Ｓ
入
門
編
』

　
市
で
は
、
東
京
電
機
大
学
と
の
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
 T
w
i
t
t
 

ツ

イ

ッ

 e
r
 や

タ

ー

 F
a
c
e
b
o
o
k
 と
い
っ

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
講
座
を
開
催
。

　
講
座
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
対
す
る
疑

問
点
や
基
本
的
な
操
作
方
法
か
ら
安

（３）平成２５年（２０１３）１０月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

を
目
的
と
し
た
講
演
会
。印
旛
郡
市
選

挙
管
理
委
員
会
連
絡
協
議
会
主
催
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
3
時

10

29

　
分
。

30■場 
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
（
栄
町

安
食
）。

■内 
テ
ー
マ
「
参
院
選
の
結
果
分
析
と

今
後
の
政
局
」。

◆
講
師
…
小
枝
義
人
氏
（
千
葉
科
学

大
学
教
授
）。

■対 
一
般
。

■費 
無
料
。

■申 
当
日
自
由
参
加
（
先
着
順
）。

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
栄
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
緯
碓95 
1
1
1
1
・
内
線
3
4
2
）。

防
火
・
防
災
講
演
会

　
　「
生
き
抜
く
力
を
育
て
る
」

　
子
ど
も
に
対
す
る
防
火
・
防
災
教

育
に
つ
い
て
無
料
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
講
演
は
、
災
害
時
に
子
ど
も
自
身

が
「
ど
う
考
え
」「
ど
う
行
動
」
し

た
ら
命
を
守
れ
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
、

ア
メ
リ
カ
式
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午

11

14

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

15

■場 
白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
。

噛
講
師
…
長
谷
川
祐
子
氏
（
米
海
軍

地
域
統
合
消
防
隊
広
報
官
）。

■申 
当
日
自
由
参
加
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
指
導
調
査
係
（
緯
碓46 
9
9
7

1
）。

■時 
①
　
月
2
日
臥
・
午
後
3
時
～

11

（
開
場
2
時
　
分
～
）、
②
3
日
華
・

30

午
前
　
時
～
（
開
場
　
時
　
分
～
）、

11

10

30

午
後
4
時
～
（
開
場
3
時
　
分
～
）。

30

■場 
①
②
と
も
に
、
順
天
堂
大
学
さ
く

ら
キ
ャ
ン
パ
ス
第
2
体
育
館
（
平
賀

学
園
台
）。

※
京
成
酒
々
井
駅
西
口
か
ら
バ
ス
で

「
順
天
堂
大
学
前
」
下
車
。

■費 
入
場
無
料
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
山
口
茜
（
■携 
0
8
0
―
2
1
5
1

―
1
6
3
4
・
■メール p

u
k
u
p
u
k
u
k
a

n
k
an
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

怯
第
9
回
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま

つ
り
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募

集■時 
　
月
3
日
蚊
・
午
前
9
時
～
午
後

11
2
時
。

■場 
印
旛
中
央
公
園
（
瀬
戸
）。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
一
区
画
3
・
5

ｍ
×
2
・
5
ｍ
）。

■対 
一
般
（
プ
ロ
不
可
）。

■定 
　
組
。

50
■申 
　
月
　
日
牙
（
必
着
）
ま
で
に
往

10

24

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
出
展
品
目
を
記

入
し
、
左
記
へ
郵
送
。

■問 
印
西
市
商
工
会
印
旛
支
所
（
〒
2

7
0
―
1
6
1
3
印
西
市
鎌
苅
2
・

緯
碓99 
0
2
8
2
）。

怯
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級

作
業
製
品
販
売
会

　
市
内
の
小
・
中
学
校
9
校
が
参
加

し
、
布
製
品
・
木
工
製
品
・
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
・
観
葉
植
物
・
苗
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
9
時
～
午
後

11

20

6
時
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
店
1
階
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
前
（
中
央
南
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
小
林
中
学
校
・
辻
（
緯
碓97 
3
1
0

0
）。

怯
書
道
教
室
「
つ
れ
づ
れ
の
会
」

会
員
募
集

■時 
毎
月
第
二
、
第
四
金
曜
日
・
午
後

1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

■費 
2
街
0
0
0
円
。

■申 
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
左
記

へ
。

■問 
つ
れ
づ
れ
の
会
・
 蜂
須
賀
 （
緯
碓45 

は

ち

す

か

0
6
8
3
・
胃
碓45 
0
8
5
9
）。

怯
船
穂
さ
わ
コ
ミ
バ
ザ
ー
＆

フ
ェ
ス
タ

　
船
穂
中
学
校
区
「
さ
わ
コ
ミ
」
で

バ
ザ
ー
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

27

10

2
時
ご
ろ
。

※
雨
天
決
行
。

■場 
高
花
小
体
育
館
。

■他 
上
ば
き
を
持
参
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
船
穂
中
学
校
区
さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
地
域
推
進
委
員
会
企
画
委

員
・
鈴
木
（
■携 
0
8
0
―
5
6
9
5

―
3
9
3
4
）。

怯
初
心
者
で
も
大
丈
夫
鎧
簡
単

に
で
き
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
教
室

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～
。

10

26

30

■場 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
講
習
室

（
原
山
）。

■費 
2
街
8
0
0
円
。

■他 
新
聞
紙
、
花
は
さ
み
、
持
ち
帰
り

用
袋
、
ニ
ッ
パ
ー
、
は
さ
み
を
持
参
。

■申 
　
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
へ
。

10

24

■問 
光
（
■携 
0
9
0
―
3
0
8
4
―
5

4
5
4
）。

怯
A
u
tu
m
n
D
a
n
c
e
P
e

rf
o
rm
a
n
c
e
2
0
1
3

「H
A
P
P
E
N
IN
G

」

　
順
天
堂
大
学
ダ
ン
ス
部
「
J
U

D
」
の
公
演
会
。
当
日
は
順
風
祭
で

レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
外

講
座
・
催
し

　
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
。

10

23

30

11

30

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美
瀬
）。

　
な
お
、
安
全
な
血
液
供
給
実
施
の
た
め
献
血
条
件
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
は
左
記
に
願
い
ま
す
。

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）、

千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
推
進
課（
緯
0
4
7
―
4
5
7
―
9

9
2
7
）。

献血
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経
験
者
が
務
め
て
い
ま
す
。
無

線
・
携
帯
ラ
イ
ト
な
ど
を
持
ち
、

相
互
に
連
絡
を
し
あ
っ
て
行
動

し
ま
す
。
駅
前
だ
け
で
な
く
、

市
内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で

巡
回
し
、
交
代
制
で
勤
務
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
指
導
員
か
ら
は
「
暑
さ
寒
さ

も
大
変
で
す
が
、
こ
の
活
動
を

通
じ
、
少
し
で
も
ポ
イ
捨
て
が

減
れ
ば
、
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
い
う
声
も
。
わ
た
し
た
ち
の

美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
に
、

同
条
例
を
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
強
い

使
命
感
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、

「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
の
禁
止
」「
犬

な
ど
の
フ
ン
の
放
置
の
禁
止
」
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
周
辺
は
「
重
点
区
域
」
に
指
定

さ
れ
、
区
域
内
で
の
喫
煙
自
体
が

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
指
導
に
従
わ

な
い
場
合
は
過
料
と
し
て
2
街
0

0
0
円
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
平
成
　
年
24

度
の
指
導
件
数
は
約
1
街
8
0
0

件
、
過
料
処
分
は
4
件
で
し
た
。

　
当
日
、
指
導
員
の
み
な
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
の
指

導
員
数
は
5
人
で
、
3
～
5
年
の

 美
し
い
環
境
を
守
る

　「
歩
行
喫
煙
ポ
イ
捨
て
等
防
止
指
導
員
」

広報レポーター： 村形  
むらかた

 彰治 （小林北）
しょうじ

葛
夜
遅
く
、
わ
た
し
た
ち
が

休
む
時
間
も
ま
ち
を
見
守
る

指
導
員

▲
整
列
し
、
活
動
に
臨
む
指

導
員
た
ち

少
し
だ
け
秋
で
す
か
ら
と
風
の
吹
く

木
　
刈
　
　
　
堀
本
　
幸
子

広
が
り
し
幸
せ
色
や
稲
の
秋

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

霧
の
中
ド
ス
ン
と
鯉
の
跳
ね
に
け
り

原
　
　
　
　
　
今
野
　
肇
　

小
さ
き
子
の
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
夏
休
み

小
　
林
　
　
　
池
田
　
恭
子

意
識
な
き
母
の
爪
切
る
良
夜
か
な

木
　
刈
　
　
　
渡
辺
　
敏
子

　
午
後
6
時
過
ぎ
の
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
中
央
駅
。
通
勤
す
る
人
た

ち
が
帰
宅
す
る
時
間
で
す
。

　
改
札
口
か
ら
出
て
く
る
人
た
ち

を
、
制
服
・
制
帽
の
5
人
の
指
導

員
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
も

終
わ
り
、
駅
を
出
て
ホ
ッ
と
し
た

の
か
、
た
ば
こ
に
火
を
つ
け
る
人

た
ち
の
姿
が
何
人
か
見
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
び
に
指
導
員
が
そ
ば

に
寄
り
、
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
し
な

い
よ
う
注
意
し
、
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
1
月
　
日

20

15

か
ら
「
印
西
市
歩
行
喫
煙
、
ポ
イ

捨
て
等
防
止
条
例
」
を
施
行
。
同

条
例
で
は
市
内
全
域
で
「
公
共
の

場
所
で
の
歩
行
喫
煙
の
禁
止
」

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

市
に
対
し
「
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨

て
を
無
く
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

強
い
要
望
が
今
も
絶
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
際
に
路
上
を
見
る
と
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
散
乱
し
、
美

し
い
野
山
で
は
、
悪
質
な
不
法
投

棄
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
川
市
や
船
橋
市
な

ど
、
県
内
近
隣
9
市
に
よ
る
「
路

上
喫
煙
等
に
関
す
る
条
例
担
当
者

連
絡
会
」
を
結
成
し
、
合
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
今
後
も
環
境
美
化
の
た
め
や

喫
煙
・
ポ
イ
捨
て
防
止
に
つ
い
て

尽
力
を
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

わ
た
し
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が

「
美
し
い
環
境
を
守
っ
て
い
こ
う
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
努
力
す
る

こ
と
が
必
要
、
と
改
め
て
感
じ
た

取
材
で
し
た
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対

策
班
（
緯
内
線
3
8
5
）。

▲指導だけでなく、
ごみ拾いも行います

掲載情報は9月30日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①プリンタ用インクカートリッジ②シングルベット③犬の洋服④ 船穂中学校
女子制服・ジャージ⑤ スキー服（女性用）⑥パンツプレス⑦インクジェットプ
リンタ用インク７色（１千円）⑧アルトサックスホン（５万円・要相談）⑨し
おん幼稚園帽子⑩千葉商科大学付属高校制服。

ボーイスカウトカブ隊の制服②わだ幼稚園男児、園服及び体操服③ロックミシ
ン④大森小学校の体操服⑤印西中学校の女子用制服と運動着⑥しおん幼稚園男
児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）⑦天神幼稚園
男児、女児制服、ブラウス等⑧犬用乳母車⑨補聴器。

子
の
家
の
近
く
の
畑
一
面
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
茎
高
く
咲
く

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

日
暮
れ
て
も
猛
暑
の
余
熱
お
さ
ま
ら
ず
ほ
て
る
舗
道
を
子
供
跳
ね
ゆ
く

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

今
日
も
ま
た
猛
暑
と
な
ら
ん
や
眠
ら
れ
ぬ
夜
半
よ
り
朝
ま
で
空
調
ひ
び
く

小
　
林
　
　
　
品
村
　
葉
子

耳
澄
ま
し
立
つ
森
の
中
草
叢
に
幽
け
き
音
し
て
川
の
流
る
る

原
　
　
　
　
　
野
村
　
と
く

日
々
あ
ら
た
に
五
弁
を
開
く
芙
蓉
花
短
き
い
の
ち
に
こ
こ
ろ
癒
せ
り

　
竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
次
男

　
み
な
さ
ん
は
ク
レ
ー
射
撃
競
技

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ク
レ
ー

標
的
（
皿
）
を
空
中
に
飛
ば
し
て

散
弾
銃
で
撃
ち
、
当
た
っ
た
数
で

順
位
を
争
う
競
技
で
す
。
秒
速
　22

～
　
ｍ
で
飛
ぶ
標
的
を
秒
速
3
0

30
0
ｍ
以
上
の
散
弾
で
撃
つ
だ
け
に
、

瞬
間
の
判
断
力
と
動
作
が
要
求

さ
れ
る
ス
リ
ル
に
富
ん
だ
ス

ポ
ー
ツ
で
、
国
体
で
は
「
ト

ラ
ッ
プ
」
と
「
ス
キ
ー
ト
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
プ
は
直
線
上
に
あ
る

5
台
の
射
台
に
立
ち
、
前
方
に

あ
る
3
台
の
放
射
機
か
ら
出
る

一
枚
の
皿
を
2
発
以
内
で
撃
ち

落
と
し
ま
す
。
ス
キ
ー
ト
は
半

円
状
の
円
周
上
に
7
台
と
中
央

に
1
台
あ
る
射
台
に
立
ち
、
高

低
差
の
あ
る
両
端
に
設
置
さ
れ

た
2
台
の
放
射
機
か
ら
出
る
皿

を
一
枚
に
つ
き
1
回
し
か
撃
て

ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
6
人
で
行

い
、
1
ラ
ウ
ン
ド
　
標
的
を
4

25

ラ
ウ
ン
ド
分
、
合
計
1
0
0
枚

の
皿
に
当
て
た
数
で
勝
敗
が
決

ま
り
ま
す
。

　
去
る
9
月
　
日
～
　
月
1
日

29

10

に
成
田
射
撃
場（
山
田
1
6
6
）

は
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
2
0
1

3
」（
第
　
回
国
民
体
育
大
会
）

68

の
ク
レ
ー
射
撃
競
技
の
会
場
と

な
り
、
準
備
を
し
て
い
る
忙
し

い
最
中
、
職
員
の
鎌
田
さ
ん
と

 円
城
寺
 さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ

え
ん
じ
ょ
う
じ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
成
田
射
撃
場
は
、
昭
和
　
年
46

に
創
設
さ
れ
、
県
内
に
6
つ
あ

る
射
撃
場
の
一
つ
で
、
猟
を
す

る
人
や
競
技
者
の
練
習
場
所
と

し
て
は
全
国
屈
指
の
施
設
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
1

8
街
0
0
0
坪
の
敷
地
に
は
射

面
数
が
ト
ラ
ッ
プ
用
4
面
、
ス

キ
ー
ト
用
2
面
、
ほ
か
に
食
事

や
休
憩
の
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン

や
売
店
が
あ
り
ま
す
。
円
城
寺

さ
ん
は
プ
ー
ラ
ー
と
い
っ
て
、

ク
レ
ー
標
的
（
皿
）
を
飛
ば
す

機
械
（
放
出
機
）
の
操
作
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
昔
は
生
き

た
鳥
を
標
的
と
す
る
た
め
罠
に

入
れ
、
そ
の
蓋
を
開
け
る
た
め

に
紐
を
引
い
た
人
を
プ
ー
ラ
ー

と
い
っ
た
そ
う
で
す
。
仕
事
で

大
変
な
こ
と
は
何
か
と
尋
ね
る
と

「
広
い
敷
地
に
撃
ち
落
と
さ
れ
た

ク
レ
ー
を
ほ
う
き
で
掃
き
取
る
こ

と
と
雑
草
取
り
で
す
」
と
笑
い
な

が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
、
実
際
に
競
技
し
て
い
る

様
子
を
見
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

会
場
に
行
き
着
く
前
か
ら
、
ダ
ー

ン
ダ
ー
ン
と
銃
声
が
ひ
っ
き
り
な

し
に
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
大

会
関
係
者
に
ク
レ
ー
射
撃
の
魅
力

な
ど
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
ク
レ
ー

を
撃
ち
落
と
し
た
時
の
快
感
で
す

ね
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に
ク

レ
ー
射
撃
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
き
た
い
で
す
。
今
か
ら
始
め

れ
ば
七
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
こ
と
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
成

田
射
撃
場
を
見
学
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■問 
成
田
射
撃
場（
緯
碓98 
1
2
2
1
）。

▲自然に囲まれた成田射撃場

▲標的を射出する機械。
オレンジ色が標的の皿
（直径１１唖）です
葛大会中、入口には多数
の応援ののぼりを設置

成田射撃場広報レポーター：
 橋本  
はしもと

 千代子 （岩戸）
ち よ こ
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